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１．-1 中期計画コンセプトと中期目標 

Shrink to Grow 

 年度 2016 2017 2018 2019 2020 

構造改革 成長路線への回帰 

3,200億円 

2020年度 

5% 

25% 

2,821億円 

2016年度 

▲1% 

16% 

売上高 

経常 
利益率 

株主資本 
比率 

 収益力強化の継続 

 成長事業の再確認と資源再配分 

 経営管理システムの恒常的強化 

2017年度中に構造改革を完遂した上で、2018年度から速やかに成長路線に戻し成長へ加速 

中期目標 
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１．-1 中期重点施策展開 ４つの柱 

人員の適正化と最適配置 

投資の選択と集中 

グローバル最適調達の実現 

拠点・組織の統廃合・再編 

経費の抜本的見直し 

財務体質改革 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

事業ポートフォリオの見直し 
1 

抜本的構造改革 

短期課題対応 

収益性向上に向けた 

   「コスト構造改革」 

 調達構造改革 

 生産性革新 

 品質改革 

財務体質強化に向けた 

   「資産効率改善」 

 投資の選択と集中 

 運転資本削減 

 ノンコア資産売却 

企業価値創造に向けた  

    「事業ポートフォリオの適正化」 

持続的成長に向けた  

    「経営システム革新」 

１ 

２ 

３ 

４ 

中期計画達成の重点：４つの柱 

中
期
課
題 
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１．-2 2017年度 業績 

2015年度 

61 

△23 

44 

2.1% 

△0.8% 

1.5% 

５％ 

2,942 

2,821 
2,876 

3,200 

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 

（単位：億円） 

売上高 

経常利益 

利益率 

 株主資本比率 
25% 

成長路線へ回帰 構造改革 

★構造改革成果80億円 
  （対前年 ＋50億円） 



7/23 

© 2018 Sanden Holdings Corporation 

CONFIDENTIAL 

１．-3 経営課題 

ガバナンス 
再構築 

事業 
競争力 
強化 

財務体質
改善 

 コーポレートガバナンス革新 

 Ｇ経営管理体制の強化 

 役割と責任・権限の明確化 

 意思決定プロセス見直し 

 業績評価の見直し 

 経営者人材の育成 

 有利子負債の圧縮 

 自己資本の充実 

 資産効率性の向上 

    ・ 運転資本の圧縮 

 高コスト体質からの脱却 
 ・ 変動費の低減 
 ・ 生産性革新 
 ・ 販管費の抜本的低減 
 ・ 品質改革 

 成長分野への資源配分 
 ・ 顧客価値の向上 
    （環境新製品の開発強化）  

 ・ 不採算事業の戦略見直し 
 ・ ＳＢＵ採算の改善 
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２． 中期重点施策進捗の全体俯瞰 

収益性向上に向けた 

  「コスト構造改革」 

 調達構造改革 

 生産性革新 

 品質改革 

財務体質強化に向けた 

  「資産効率改善」 

 投資の選択と集中 

 運転資本削減 

 ノンコア資産売却 

企業価値創造に向けた 

   「事業ポートフォリオの適正化」 

持続的成長に向けた 

   「経営システム革新」 

１ 

２ 

３ 

４ 

４つの柱 長期 中期 短期 

FY17 ～FY20 ～FY25 

 内製部品の見極め、サプライヤーレイアウト見直し 
 サプライヤーとの関係性強化・新技術の取り込み 

 マザー工場の機能強化（基盤強化チーム編成と海外支援展開） 
 米州拠点再建始動（拠点集約、合理化・新製品対応投資） 

 設計品質の不具合を抑えるDR・プロセスの見直し 
 製品品質のダッシュボード採用による品質の見える化推進 

 成長市場・環境新技術等の重点領域への経営資源配分の実行 
 電動コンプレッサー 150万台生産体制への投資実施 

 滞留債権の解消や債権の流動化や棚卸資産圧縮（68億円） 
  （CCC  95日 → 85日） 

 政策保有株式等の売却（98億円） 
 不動産を中心としたノンコア資産の売却（40億円） 

活動実績 

 住環境システム事業領域からの生産撤退 
 成長分野、成長事業への経営資源集中 

 スピード経営を実現するための事業会社への権限の委譲 
 コーポレートガバナンスの強化のための指名報酬委員会の設置 

 取締役体制見直し（社外取締役1/3体制） 

効果 

- - - 

○ ○ BS,PL 

○ 

○ ○ ○ 

○ 

○ 

BS,CF ○ 
BS,CF 

PL 
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２．-1 事業ポートフォリオの適正化とコスト構造改革 

プロセスの全体最適化、図番統一と業務改革 

住環境システム事業領域からの 
生産撤退 

2018年度中に完了予定 

成長分野への経営資源配分 

－ 第２フェーズ － 

●中国市場での体制整備 

集約化、合理化・新製品対応投資 

ＳＳＢ工場移転・集約、ＨＶＡＣ生産拠点網の構築 

収益性向上に 
向けた  
「コスト構造改革」 

企業価値創造に 
向けた  
「事業ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵの 
             適正化」 

１ 

２ 

３ 

４ 

生産性革新 拠点再編による効率化 

●米州拠点再建 

▲25 

▲14 
▲7 

その他事業セグメント営業利益 （単位：億円） 

2016 
年度 

2017 
年度 

2018 
年度 

2019 
年度 

2020 
年度 

中期計画達成の重点：４つの柱 

欧・米拠点展開中→亜・中拠点へ 

●マザー工場の機能強化 

●モノづくりプロセス標準化ＰＪスタート 

基盤強化チーム編成による海外支援展開、新電動コンプライン投資 

●流通フレキシブル生産の海外展開 
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２．-1 取り組み成果 

瀋陽 
北京 

天津 

上海 

重慶 

2018.2 

大連 

台湾 

総合環境試験棟 
2017年8月稼働 

最新鋭工場 
2018年5月稼働 

SSB 

TSA 

SYS 

旧工場→ 
本社/新工場 

柳州 
寧波 

海南 

鄭州 

青島 

広州 

2017.8 

2017.6 

2017.7 CSA 

成都 

重慶 CSA 

天津 TSA 

4分工場 

3分工場 

- 中国市場の体制強化 - 

PXコンプ 

電動コンプ 

乗用車用HVAC 

SSA 

電気自動車向けHPシステム 
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２．-1 資産効率改善 

売上債権 
在庫 

固定資産 

2017年度 キャッシュフロー創出 

200億円以上 実現 

支払債務 

借入金 

ノンコア資産 
  不動産 
  政策保有株式 

運転資本 
CCC 95日 

98 

40 

68 
資産 
効率化 

2017年度末 
連結BS 

政策保有株式売却  
              △87億円 

出資金見直し     
           △11億円 

固定資産売却 
 不動産売却、設備リース活用 

運転資本改善 
 CCC 95日→85日 
 債権流動化、回収促進 

CF創出額 [億円] 実施施策 

財務体質強化に 
向けた 
 「資産効率改善」 

１ 

２ 

３ 

４ 

中期計画達成の重点：４つの柱 
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1. 構造改革施策（短期）  

2. 事業成長戦略（中期） 

3. 経営基盤構築 
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２．-2 事業成長戦略 －自動車機器事業 

2020 2016 2025 ［年度］ 

1,992億円 
（ｺﾝﾌﾟ1,700万台） 

2,300億円 
（ｺﾝﾌﾟ2,100万台） 

・中国：ﾊﾟｰﾄﾅｰ戦略OEM 
・欧州：環境商品（電動、PX） 
・米州：高性能、大型 

［規模］ 

弊社商権 
獲得活動 

成長の軸：環境対応への先進性と独自性、グローバル対応力で感動を発信し続ける 

ユーザー様の満足、一流のお客様の車両 

価値の向上に貢献する環境製品を提供 

■グローバル顧客基盤 

■環境製品の先進技術力 

■グローバルモノづくり基盤と 

 ネットワーク力 

強み 
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２．-2 事業成長に向けた取り組み－自動車機器事業 

電動化 商品力 

新
規 

既
存 

既存 新規 

技
術
・
商
品 

市場開拓 

新市場 

建機用HVAC 

ガスHP用コンプ 

［環境先進］ 

［市場浸透］ 

CO2コンプ 

New PX(EPX) 

［製品開発］ ﾗﾝｷﾝｴｷｽﾊﾟﾝﾀﾞ 

水加熱ヒーター 
2015年 

電動ｺﾝﾌﾟ800V 
超軽量 
小型モジュール 
低騒音化 

乗用車用HVAC用 
SOP 2018年 

PX 

電動ｺﾝﾌﾟ 
48V 

ｲﾝﾀｰｸｰﾗｰ 

ｶﾞｽｸｰﾗｰ ﾋｰﾀｰｺｱ 蓄冷ｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀｰ 

電気自動車向けHP空調 

コスト競争力 

SOP  2017年 
SOP 2019年 

SOP 2019年 
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２．-2 事業成長戦略 －流通システム事業 

平型ショーケース 

713億円 

2020 2016 2025 ［年度］ 

［規模］ 

海外流通 

国内流通 

810億円 

・コールドチェーン展開 
・パートナー戦略 

成長の軸：技術・サービス・IoTで、新たな次世代ｿﾘｭｰｼｮﾝを実現し未来をつなぐ 

バリューチェーンの高度化と国内で培った 

商品サービスを磨き、 

コールドチェーンによる海外展開を図る 

■バリューチェーン 

 （コールドチェーン）ノウハウ 

■既存技術の応用力 

■グローバル４極体制 

・省人化 ・精密温湿度管理 ・IoT 

強み 
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２．-2 事業成長に向けた取り組み－流通システム事業 

多角化 商品力 

省人化 

新
規 

既
存 

既存 新規 

技
術
・
商
品 

市場開拓 

新市場 

［製品開発］ 

［ﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝ強化］ 

ルミリンナβ ﾜｲﾝｾｰﾊﾞｰ 

自販機 CVS CO2商品 

ICﾀｸﾞ ｽﾏｰﾄｽﾄｱ 

ﾏｲｸﾛﾏｰｹｯﾄ 

ふるさと 
納税ｼｽﾃﾑ 

［IOT] 

ｺｰﾋｰｻｰﾊﾞｰ 

・鮮度管理機器 

・CVS自動化 

・精密温湿度管理（±0.1℃） 

［温度管理・自動化］ 

宅配ﾛｯｶｰ 

キャシュレス e-mesh 

医薬 
化粧品 

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ自販機 

・無人店舗 

ショーケース 

SOP  2018年 
SOP 2018年 

SOP  2018年 

SOP 2019年 

SOP  2018年 

鮮度管理機器 

SOP  2018年 

外食産業 
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２．-2 事業成長に向けた取り組み－まとめ 

自動車機器事業 流通システム事業 

先進性と独自性で環境商品で世界に貢献 新領域商品での ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの確立 

開発 
・短期  ：高付加価値商品 
・中長期：新市場開拓に向けた 
 鮮度管理、精密温湿度管理技術確立 

販売 

・コールドチェーン・システムを軸に 
       アジアでの販売基盤確立 
・新領域商品の企画、販売 
 IoT技術 (故障予知)、脱飲料商品、省人化機器 

モノづくり 
サービス 

・国内の生産体制の進化と海外展開 
・サービス、メンテナンスの高度化と 
                海外展開 
・パートナーとの商圏、保有技術補完 

販売 
・FY21以降のビジネス獲得活動 

 成長／環境車先進市場：中国と欧州 
 ビジネス復権：米州とアジア 

開発 
・HPシステムを中心とした 
 環境車熱マネジメントシステムに集中 

・環境車両向け電動コンプの進化 

モノづくり 
・電動コンプ量産化の円滑立ち上げ 
・欧州の電動コンプの高生産性定着 

・PXコンプ 原価低減活動推進 
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２．-3 経営システム革新 

★（任意）指名報酬委員会設置 

★ＨＤ組織の再編スリム化 

 12本部 1室 → 7本部 1室 
  工場系経営本部機能の集約 ：開発・モノづくり本部 

  環境推進、経営品質機能の統合 ：グローバルセンター 

  総務、人事機能の統合 ：総務人事本部 

2017年度 上期 2017年度 下期 

★事業会社のグローバル管理体制強化 
  製造・開発・品質本部体制 

ガバナンス 

グローバル 
経営体制 

★取締役体制変更 

 13名→10名（社外2→3名） 

 社外役員の増員 

        ★ 

 取締役体制変更発表 

 10名→9名（社外3名） 

 社外役員比率の拡大 

2017年度 上期 2017年度 下期 

★事業会社への権限委譲 
 グローバル事業統括責任 
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３．2018年度業績・配当予想 

2015年度 

61 

△23 

44 
70 

2.1% 

△0.8% 

1.5% 

2.4% 

５％ 

2,942 

2,821 
2,876 

2,950 

3,200 

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 

（単位：億円） 

売上高 

経常利益 

利益率 

 株主資本比率 
25% 

成長路線へ回帰 構造改革 

復配：20円 無配 無配 75円 



見通しに関する注意事項 

前述の将来の業績に関する予想、見通しは、現在入手可能な情報に基づき当社が合理的と判断したものです。実際の業績は様々な要因の変化により、 

記載の予想や見通しとは異なる場合のあることをご承知下さい。主な要因としては、主要市場の経済環境及び製品需要の変動、為替相場の変動並びに 

国内外の各種規制、会計基準・慣行等の変更などが挙げられます。 


